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1. はじめに 
 ハニカム構造とは，正 6 角形を隙間なく敷き詰めた構造のことである．強度が高いこと
に加え，他の形に比べてより少ない材料で広い空間を覆うことができるという利点がある．







木箱(写真 1)の内側に正 6 角形に切断したアルミニウム・段ボール・発砲スチロールをそれ
ぞれ張り付けた試験体(内寸 縦 400 mm,横 400 mm 高さ 400 mm の木箱，接合部：木工
用ボンド)(表 1)，騒音計(写真 2)，スマートフォン，脚立，振動吸収マット，メジャー 
 




表 1 使用した材料 












   






(3) スマートフォンと騒音計のマイクとを直線距離 89cm，水平距離 73cm 離して設置する． 










写真 3 音響室            写真 4 木箱の様子 
 
3．実験結果 
実験結果を図 1 に示す． 
 
図 1 それぞれの材料における LP と LA の値 
 
 振動吸収マットと下板のみの場合は，LP と LA の間に差が見られず，68.0 前後の値が得ら
れた．木箱単体の場合は，LP と LA の間に約 5.0dB の差が生じ，わずかだが防音効果が見ら
れた．アルミニウムと段ボールの場合は，LP と LA の間に約 15.0dB の差が生じ，大きな防
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図 1 より，アルミニウム・段ボールは LA の値が木箱に比べて低くなっていることから，
防音性能が高いことがわかる．これに比べて，発砲スチロールは LA の値が木箱の場合と同
じであることから，騒音を防ぐことができておらず，防音性能は極めて低いことがわかる．
一方，振動吸収マットと下板のみの場合を除いては LP の値ほぼ等しくなっており，音圧レ
ベルはいずれの材料においても変わらなかった．騒音は防ぐことができても，音圧は防ぐこ
とができないという結果が得られた． 
大小の違いに着目すると，アルミニウムと発砲スチロールにおいては一辺 8cm のハニカ
ム構造ほうが防音効果が高いのに対し，段ボールにおいては一辺 4cm のハニカム構造ほう
が防音効果が高いという結果が得られた．このことから，正 6 角形の大きさが防音に多少
の影響は与えることがわかった．しかし，材料によって結果にばらつきが見られるため，一
概にハニカム構造が大きいと防音効果が高まるとはいえない． 
 
5．結論 
アルミニウム・段ボールにはある程度の防音効果が見られたが，発砲スチロールには防音
効果は見られなかった．また，ハニカム構造の大小によって一概に防音効果の高低を定める
ことはできない． 
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